
立命館大学の先生は、そうした学生のアプ
ローチに対して、とても丁寧に応えてくださ
います。2回生のときにゼミナール大会に
出場した際にも、授業以外の時間も惜しみ
なく割いて、調査方法や論理の組み立て方
などを指導してくださいました。こうした学
びを通して、現在の研究テーマである教育
社会学への関心も高まっていきました。先
生から得たのは、学問的な知識だけではあ
りません。さまざまな話を伺うなかで、周
囲の人に対する思いやりや仲間と協力する
大切さも教わりましたね。

多様な�����������������������������
�チームで働く力��獲得

総長　立命館大学の特長の一つは、非常に
多様な人で構成されていることです。全国
型の総合大学として出身地域も、価値観も、
得意分野もさまざまな学生や、多岐に渡る
専門分野の教職員が集まっています。そう
した多様な人との出会いを通して、社会の
多様性やそのなかでの自分のポジションを
認識し、切磋琢磨し、人々と協力して何か
を成し遂げる力を獲得していくことができ
るのです。
　経済産業省では、現在「職場や地域社会
のなかで、多様な人々と共に仕事を行ってい
くうえで必要な基礎的な能力」として「社会
人基礎力」の重要性を唱えています。社会
人基礎力は、さらに「前に踏み出す力」「考
え抜く力」「チームで働く力」と表されます。
学生の皆さんには、ぜひ「出会い」を通じて
こうした力を育んでほしい。特に「チームで
働く力」は、多様な人と接するなかで養われ
るもの。お二人にはそうした経験がありま
すか ?

井上　私が「チームで働く」難しさを思い
知ったのは、オリターでの活動でした。オ
リターの主な役割は、1回生の大学生活や
学習をサポートすること。活動に際しては、
オリター同士で話し合い、どんなサポート
をすれば、新入生に充実した学習や学生生
活を得てもらえるか、方針を一致させる過
程が欠かせません。入団当初から率先して
活動に取り組んでいた私は、その姿勢を先
輩に評価され、1年後には皆を引っ張る立
場になりました。でも当初は、メンバーを
うまくまとめることができませんでした。自
分のやる気ばかりが先走り、メンバーを思
いやる気持ちに欠けていたと気づいたのは、
そのときです。皆で何かを成し遂げるには、
強いリーダーシップを発揮するだけでは不
十分です。一緒に取り組む人の気持ちにも
思いを配り、協力し合うことが大切だと学
びました。チームで出場したゼミナール大
会やビジネスコンテストでも、同じことを実
感しましたね。

インターンシップや課外活動
め�っぱ�チャレンジ�た�生時代

中村　最初に卒業生の井上さん、4回生の
君嶋さんに、自己紹介と共に立命館大学で
どんなことに取り組んだのかを伺いましょ
う。
井上　私は2005年3月に国際関係学部を
卒業し、西日本電信電話株式会社に入社し
ました。現在は、一般のお客様を対象とし
たインターネットサービスの開発に携わって
います。学生時代は、めいっぱいさまざま
なことに挑戦したという思いがありました。
1、2回生のときはオリターとして活動し、2、
3回生の夏に計3社でインターンシップを経
験。また1、3回生で2度、ゼミナール大会
に出場したのに加え、学外のビジネスコン
テストにも出場しました。さらに3回生から
PL（※1）として活動を始め、就職が決まっ
てからは JA（※2）として、現在も CA（※3）
として学生の就職をサポートさせていただ
いています。
君嶋　立命館大学に入学してから3年余り、
私がずっと心がけてきたのは、「人に出会お

う」ということです。何かに興味を持つと、
それに関わる人に積極的にアプローチし、
行動につなげてきました。思い出深いのは、
京都大学の交響楽団での活動や、外資系企
業でのインターンシップ、ニュージーランド
への語学留学、ディベート大会やゼミナー
ル大会、ビジネスコンテストに出場したこと
などです。いずれも「人との出会い」が「経
験との出会い」へとつながっていったと実感
しています。そしてこの春、株式会社リクルー
トから内定を得ることができました。

人との�出会��が
大�生活、キャリア形成のきっかけに

中村　お二人とも実にたくさんの「出会い」
を得て、アクティブな学生生活を過ごした
ようですね。学生は多様な「出会い」を通し
て成長し、将来のキャリアを見出していく。
私たちはそう考え、数多くの「出会いの場」
を提供しています。お二人には成長やキャ
リア形成の契機となった「人との出会い」が
ありましたか ?
井上　私にとって最初の、そして貴重な出
会いの一つが、1回生の基礎演習でオリター
の先輩と知り合ったことでした。当時4回
生だった先輩は、公共向けのコンサルティ
ングを行う会社への入社を決めたばかり。
国際関係学を学び始めていた私は、日本の
公共サービスの可能性について語る先輩の
話にとても興味を持ちました。それをきっ
かけに、「公共」について、経済学の視点を
中心に学び始めました。
中村　早い段階からキャリア形成に影響を
及ぼすような出会いがあったわけですね。
君嶋　私にとっては、先生との出会いが大
きいです。1回生のときから研究室を訪ね
ては、授業で納得できなかったところや自
分で調べたことについて積極的に教えを請
うことで、学びを深めることができました。
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＊1　PL（プレイスメント・リーダー）�就職活動に取り組む3回生のリーダー的�在となり、業�研究会などの企�・��にも取り組む。・リーダー）�就職活動に取り組む3回生のリーダー的�在となり、業�研究会などの企�・��にも取り組む。リーダー）�就職活動に取り組む3回生のリーダー的�在となり、業�研究会などの企�・��にも取り組む。�就職活動に取り組む3回生のリーダー的�在となり、業�研究会などの企�・��にも取り組む。就職活動に取り組む3回生のリーダー的�在となり、業�研究会などの企�・��にも取り組む。
＊2　JA（ジュニア・アドバイ�ー）�就職活動を始める3回生に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。・アドバイ�ー）�就職活動を始める3回生に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。アドバイ�ー）�就職活動を始める3回生に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。�就職活動を始める3回生に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。就職活動を始める3回生に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。に、就職活動�験に基づく��・��を行う内定�（4回生が中心）。内定�（4回生が中心）。�（4回生が中心）。4回生が中心）。）。。
＊3　CA（キャリア・アドバイ�ー）�就職��に�ったり、��会に出�するなど学生の就職活動を��する卒業生。・アドバイ�ー）�就職��に�ったり、��会に出�するなど学生の就職活動を��する卒業生。アドバイ�ー）�就職��に�ったり、��会に出�するなど学生の就職活動を��する卒業生。�就職��に�ったり、��会に出�するなど学生の就職活動を��する卒業生。就職��に�ったり、��会に出�するなど学生の就職活動を��する卒業生。

立命館での多様な「出会い」 が、
成長を促し、キャリアを形成 する。
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を調べ、分析を試みました。こうした着想
は、地方自治�へのコンサルティングを行
う企業でインターンシップをしたことから得
たものです。そのほかにもインターンシップ
だけでなく、オリターでの活動、ゼミナール
大会へのチャレンジなど、新しいことに取
り組む際には、必ず分からないことにぶつ
かります。そのたびに本を読んだり、さま
ざまな媒�から情報を得て知識や方法論を
増やすことに努めました。この一連の活動
を通じて、論理的な思考力を養うことがで
きたと感じています。今、仕事をする上でも
物事を客観的に捉え、論理立てて進めてい
く力は、大いに生きていますね。
君嶋　私も疑問に思うことが出てきたとき
は、とことん検証するようにしてきました。
これから卒業論文を書く予定。論文作成を
通して、論理的に考える力をもっと鍛えたい
ですね。
総長　「卒業論文を書く」という経験は、非
常に意義深いものです。「問題意識を持って
仮説を立て、調査や文献研究を通じて論理
を組み立て、論証する」といった作業を集中
して行う経験は、社会に出てそれほど得ら
れるものではありません。そうした過程を
通して「考え抜く力」が身についていくので
す。そういった意味では、大学時代の学び
の締めくくりとして学生の皆さんには卒業
論文に積極的にチャレンジしてほしいです
ね。

失敗や挫折�経�成長する
まずは何かにチャレンジ�よう

中村　先に総長のおっしゃった「前に踏み出
す」ことは、決して容易にできるものではあ
りません。それをいとも軽々と実践してき
たお二人の原動力は何でしょうか ?　後輩
たちにアドバイスをお願いします。
井上　周囲の友人に恵まれたことです。迷っ
たり、自信をなくしたときはいつも、互い
に認め合い、刺激し合える友達から、「チャ
レンジしてみよう」という勇気をもらうこと
ができました。後輩の皆さんにもぜひ、そ
んな友人を大学で作ってほしいですね。そ
して興味を持ったことは、ためらうことなく
チャレンジしてください、と伝えたい。失敗
してもやり直せるのが学生時代です。立命
館には、さまざまなことにチャレンジでき
る環境が整っています。まずは行動を起こ
し、大学に自分の「足跡」を残してもらいた
いと思います。CAとして、その一歩を踏み
出す後押しができれば嬉しいです。
君嶋　私も同感です。私は4年間「人に出会
おう」と目標を定め、実践してきました。イ
ンターンシップも、ゼミナール大会も、自分
からアプローチし、経験する機会を自分の
手で獲得してきたのです。最初は不安もあ
ります。けれどできるかどうかは、やってみ
ないとわかりません。だから皆さんも勇気
を出して、興味を持ったことに飛び込んでほ
しいと思います。

総長　私が学生諸君に伝えたいのも、まさ
にそのことです。チャレンジし、失敗するこ
とこそ大切なのです。たくさん壁にぶつかっ
て、挫折を繰り返しながら人は成長するの
ですから。希望通りの進路選択は、一朝一
夕に成し得るものではありません。学生生
活を通して、失敗も含めて多くの経験を積
むなかで自分を発見し、適性や興味を伸ば
していく。その積み重ねこそが、確実なキャ
リア形成につながっていくのです。キャリア
の世�には「計�された偶然」というひとつ
の仮説があります。偶然もたらされたよう
に思えることも、実は、自分の意思が反映
された結果だとする考え方です。お二人は
それぞれの「出会い」を通して自分を見つめ、
自分に合った目標を見出し、それを実現さ
せてきた。現在のお二人は、なるべくして
なった結果といえますね。そうした必然的
な道筋をしっかりサポートしていくこと。そ
れも大学の役割だと思っています。
　多様な人、多�な学びの�ィールドとの多様な人、多�な学びの�ィールドとの
「出会い」を通して成長し、キャリアを形成
していけるアリーナ。そこが立命館大学です。
皆さんが、立命館大学で、そうした「出会い」
を数多く得てくれることを願っています。
中村　これからお二人は、さらにどんな出
会いを経験し、成長していくのでしょうか。
またぜひステップアップした姿を大学に報
告しに戻ってきてください。

君嶋　私もチームワークについて考えさせ
られた経験があります。学外での交響楽団
の活動でのことです。一時は音大を志望し
たほど真剣にチェロを習ってきた私は、そ
のテクニックを買われて「日本一」とも�わ
れるこのオーケストラに参加することになり
ました。けれど待っていたのは、先輩から
の厳しい�葉でした。それまでソロとして
演奏してきた私の弾き方では、低音で主メ
ロディーを�えるオーケストラのチェロとし
ては、主張が強すぎるというのです。どう
やって皆の演奏に溶け込んだらいいのかと
悩みました。悪戦苦闘するなかで次第に見
えてきたのが、�ォロアーシップの大切さで
した。役割の異なる一人ひとりが周囲に目
を向け、耳を傾け、お互いを補い合って初
めて良い演奏になるとそのとき初めて気づ
けたのです。
総長　個性は十人十色。その10人で、一つ
の音を作る。まさにチームで働く上で必要
なことを象徴するような経験ですね。「チー
ムで働く力」はさらに6つに分類されます。
すなわち「発信力」「傾聴力」「柔軟性」「状
況把握力」「規律性」「ストレスコントロール」
です。これらの力をお二人は、それぞれの
経験から獲得されたのだと思います。
井上　人とのかかわりは一方通行ではない
ということを学びました。�手をサポートし
ているようで、むしろ自分自身が学んだり、
成長させられることがかなりあります。私は
現在も CAとして後輩の就職��を続けて
います。就職活動にいそしむ後輩に会って、

私自身のモチベーションを新たにしたり、
勤める会社について再認識することも多い
ですね。

インターンシップ�経験�
仕事へのリアルなイメージ�つかむ

総長　私たちが重視するのは、正課や学内
での出会いだけではありません。学外で人
や物事と接することも奨励し、インターン
シップや留学など、社会との連携を強めた
教育を推進しています。実際に目で見て、
�験して、自分の適性に合った進路選択に
結び付けてほしいのです。そして、自らが興
味を持ったことに関しては、正課、課外を
含めた様々なプログラムを利用して学びを
深めてください。立命館大学のプログラム
はこれまで皆さんが身につけてきた知識や
経験を、「現実を変える力」へと転化する装
置となるでしょう。
中村　そうですね。お二人のように学外の
ビジネスコンテストに出場したり、他大学
の課外活動に参加するのも貴重な経験で
す。その他、インターンシップにも参加した
ようですね。
井上　私は、2回生の夏に金融機関で、3
回生の夏にはコンサルティング会社と商社
で、インターンシップを経験しました。コン
サルティング会社では、地方自治�を顧客
とした仕事に携わりました。当時私は、将
来の進路の選択肢として公務員になること
も考えていました。しかしインターンシップ
を通して行政の仕事を知るうち、自分には
公務員よりも民間企業の方が合っていると
思うように。結果、民間企業で公共のサー
ビス充実に寄与する今の就職先を志すこと
になったのです。
君嶋　私は3回生のとき、ゼネラルエレクト
リック社の日本法人で、3ヶ月間�ルタイム
のインターンシップを経験しました。世�
屈指の大企業の事業を垣間見られると意気
込んで臨んだのですが、正直なところ最初
は少し拍子抜けしてしまいました。それは、
実際の仕事は日常の反復作業の繰り返しで
もあると知ったからです。M&Aのような大
規模なプロジェクトも、日々の堅実な事務
処理やルーティンワークの末に実を結ぶも

の。そのことを身をもって知ったおかげで、
就職活動の際にも、冷静に企業を判断する
ことができました。
総長　インターンシップを通じて仕事に対
するリアルなイメージをつかむことができた
のですね。私たちがインターンシップを勧
める理由の多くも、そこにあります。さらに
重要なのは、社会での経験を学業に�ィー
ドバックすることです。実社会を垣間見て、
社会に出る上で自分にどんな知識や能力が
不足しているのかがわかり、学習の必要性
を再認識する。こうした社会�験と大学で
の学習の往復が、学びを一層生き生きとし
たものにするのです。

アクティブな経験�知的な��に還元
�考え抜く力��培う

中村　アクティブな活動は、ともすれば「やっ
た」という事実だけで充実感を抱きがちで
す。先ほど総長も�われたように、その活
動を知的な活動や学術的な関心の醸成につ
なげる仕組みを整えていかねばと考えてい
ます。インターンシップと研究活動を兼ね
た「コーオプ演習」などのプログラムを提供
しているのもそのためです。ではお二人は、
�験が学びに還元されたという実感を持っ
ていますか ?
君嶋　インターンシップで痛感したのが、英
語力の必要性でした。外資系企業だったた
め、上司は外国人。英語で話しかけられて
理解できず、悔しい思いを何度もしました。
そこでインターンシップを終えた後、2ヶ
月間、ニュージーランドの語学学校へ、さ
らに4ヶ月間ニュージーランド国内を回り、
英語力を磨きました。帰国後、学内の英語
のディベート大会に出場。チームの他のメン
バーにも鍛えられ、英語で論理を組み立て、
意見を交わすディベートもできるようになり
ました。
井上　私の場合、インターンシップの経験
は、卒業論文を書く上で非常に役立ちま
した。卒業論文では、「ニュー・パブリッ
ク・マネジメント」をテーマに取り上げまし
た。民間企業で成功した経�手法を行政に
適応し、より効率的で質の高い行政サービ
スを実現する方法について、実際のケース
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立命館での多様な「出会い」が、
成長を促し、キャリアを形成する。


